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研究成果の概要（和文）：地震時に急激な崩壊性地すべりを多発してきたにもかかわらず、危険斜面としてはノ
ーマークであった火山砕屑物の地震時地すべりを対象として事例研究を行った。その結果、地震時に流動的な崩
壊を引き起こす地層は火山灰層序学と風化に基づいて特定しうることが明らかになり、また、それらの物質が地
震動を受けてせん断される結果、間隙水圧が高まり、流動化する性質を持っていることが明らかになった。これ
らの結果から、物質の分布と力学特性によって、このタイプの地震時地すべりのハザード評価が可能になった。

研究成果の概要（英文）：We studied case histories of earthquake-induced landslides of pyroclastics, 
which had not been designated in landslide susceptibility maps even though they occurred in many 
numbers during earthquakes. We found that the beds that are prone to highly mobile landslides during
 earthquakes can be identified from the viewpoints of tephra stratigraphy and weathering and that 
they have characteristic dynamic features that pore pressure builds up and materials are mobilized 
by shearing during earthquakes. These results enable hazard mapping of this type of landslides on 
the basis of distribution and mechanical properties of these materials.

研究分野： 地質学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年地震活動が活発化しており、地震時の

地すべりが大災害を引き起こすことが頻繁
に生じてきた。特に、火山砕屑物の地震時の
崩壊性地すべりは 20°以下の緩斜面でも発
生し、高速で広範囲に流れ広がり、甚大な災
害を引き起こしてきた。しかしながら、この
ような緩斜面の急激な崩壊性地すべりは、現
在国や都道府県で進められている土砂災害
警戒区域指定基準からすると全くノーマー
クになる場所で発生しており、それらの地震
時崩壊危険地域の特定は急を要するもので
ある。本研究課題遂行中にも 2016 年熊本地
震によって同様の現象が数多く発生し、甚大
な災害を引き起こした。 

 
２．研究の目的 
 地震時に急激な崩壊性地すべりを発生し
てきた火山砕屑物を対象として、火山灰層序
と堆積環境・風化に基づく崩壊危険物質の特
定、崩壊危険物質の動的物性評価、および崩
壊物質の移動範囲の力学的評価を行い、これ
らを総合して、地震時の火山砕屑物崩壊危険
区域のマッピング方法を提示することを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 既往の地震時崩壊発生事例を対象として、
現地調査、鉱物・物理的性質の分析、力学特
性の実験を行う。主な対象としたのは、1923
年関東地震、1949 年今市地震、2009 年イン
ドネシアパダン地震、2011 年東北地方太平洋
沖地震、さらに研究実施中に発生した 2016
年熊本地震によって発生した崩壊である。 
（１）崩壊層の層序学的位置 
既往の事例を調査して、すべり面の形成層

準の地質鉱物学的特徴と地質構造調べ、崩壊
の危険性のある地層を火山灰層序学的に特
定する方法論の検討を進める。 
（２）すべり面の形成層準の地質鉱物学的特
徴と地質構造 
降下火砕物の積み重なりの検討と共に、鉱

物組成の鉛直変化を検討し、すべり面の形成
の可能性の高い層準を多地域において明ら
かにする。 
（３）ハロイサイトに富む火山灰質土の動的
性質 
振動 3軸試験を実施し、変形挙動に対する

応力レベル、周波数、および初期含水率の影
響を調べる。 
（４）長距離高速移動範囲の予測 
リングせん断試験装置を用いて、非排水状

態で動的載荷実験を行い、実験的に得られた
摩擦角の最小値と実際の崩壊で得られた見
かけの摩擦角との比較から、崩壊が発生した
場合の土砂の移動範囲を見積もる方法を検
討する。 
 
４．研究成果 
 従来の研究と、本研究から、わが国では今

までに多くの地震によって降下火砕物の崩
壊が発生してきたことが明らかになった(図
１)。 

 
図 1.地震による降下火砕物の流動的な崩壊
の発生位置。等値線は、約 9万年前以降の降
下火砕物の厚さ(m)。 
 
（１）崩壊層の層序学的位置 
 調査の結果明らかになった崩壊のすべり
面形成層準を表１に示す。 
 
表１ 地震によって発生した降下火砕物の
崩壊のすべり面の層準など（Chigira & 
Suzuki(2016)を修正加筆） 

 
すべり面の形成された地層は、図 2のよう

にまとめられる。最も典型的なのは、軽石（あ
るいはスコリア）直下の火山灰土（あるいは
古土壌）であり(図 2a)、これは火山灰土が風
化を受け、化学成分を溶脱された後に上の地
層が堆積し、それを通過してくる水中のシリ
カと火山灰土が反応してハロイサイトが形
成されたものである。2 つ目は、安山岩溶岩
や火山灰土の下の軽石あるいはスコリアで
ある(図 2b)。3つ目は、軽石と下位の火山灰
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土との混合層である(図 2c)。4つ目は、間隙
をハロイサイトで充填された火山礫である
(図 2d)。5つ目は、埋没した黒土あるいは褐
色火山灰土である。いずれのすべり面形成層
にもハロイサイトが形成されており、これは、
これらの地層が一旦埋没したのちに、地表か
ら浸透してくる水と軽石や火山灰土が反応
して形成されたものである。 
過去に地震による崩壊発生の履歴がなく

ても、上記のような組み合わせのある地層に
は地震時に流動的な崩壊が発生する可能性
があるといえる。 

 
図２ 地震時にすべり面の形成された地層
の層序的特徴（Chigira and Suzuki, 2016 に
加筆） 
 
（２）すべり面の形成層準の地質鉱物学的特
徴と地質構造 
 表１に示したように、すべり面はほぼすべ
てハロイサイトに富む層準に形成されてい
た。ただ、例外的に、熊本地震では熱水変質
を受けてスメクタイトの形成された層に形
成されたものも 2例あった。 
 地質構造として、崩壊した降下火砕物はほ
とんどの場合、地表面に平行な層理面を有し
ていた。つまり、地震時に崩壊する条件とし
て、このような流れ盤の構造があげられる。
降下火砕物も古い時代のものは、堆積後浸食
を受け、現在の地表面とは無関係な層理面を
有する場合もあるが、この場合には、必ずし
も地震時に不安定にはならない。 
 もう一つの重要な構造として、地表面に平
行な層理面が斜面下方で侵食や人為によっ
て切断され、地層が下方からの支持を失って

いることが挙げられる。調査した事例の大部
分がこのような下部切断を受けていた。 
 
（３）ハロイサイトに富む火山灰質土の動的
性質 
熊本地震により発生した流動性地すべり

に対する現地せん断実験および実地震波を
用いた地震時地すべり室内再現実験を実施
した結果、地震時に、ハロイサイトに富む軽
石層の底部において、せん断破壊が発生し、
せん断破壊後の運動によって、崩壊土塊にお
いて高い水圧が発生し、全層流動化に至った
ことを明らかにした(図 3)。 
また、同様の現象は、2011 年東北地方太平

洋沖地震によって発生した白河市葉ノ木平
の古土壌や、1949 年今市地震の時にすべり面
の形成された小川火山礫でも確認された。 
 

図 3 草千里ヶ浜軽石の風化物の非排水リ
ングせん断試験結果。地震終了後も間隙水圧
が上がり続け、せん断抵抗が失われることが
わかる。 
 
（４）長距離高速移動範囲の予測 
崩壊した降下火砕物において流動性崩壊

が発生しやすいため、土石流の運動予測に適
用したシミュレーション手法および実測に
より得られた土層強度特性を用いて、崩壊土
層の移動範囲を的確に予測することができ
ると分かった。こういった手法を用いて、ハ
ザードマップを高精度化することが可能に
なったと考えられる。 
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